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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガス供給管路を上流側の一次側部と下流側の二次側部とに区分けするガバナ本体を設け
、
　前記ガバナ本体内部に、弁座と、その弁座側に凸状形状で周辺部が前記ガバナ本体に固
定される可撓膜とを、前記可撓膜が前記弁座へ接当することによって、そのガバナ本体内
部のガス流通路を閉弁可能にすると共に、前記可撓膜が前記弁座に対する遠近方向に変形
することによって、前記ガス流通路の開度を調整可能に設け、
　そのガバナ本体内部に、前記ガス流通路を形成する第一室と、前記第一室とは前記可撓
膜を介して気密に隔てられる第二室を形成し、
　前記二次側部の圧力が低下するのに基づき前記第二室の圧力を低下させ、且つ、前記第
二次側部の圧力が上昇するのに基づき前記第二室の圧力を上昇させるパイロット流路部を
設けると共に、
　前記第二室に、前記第二室の圧力の低下に基づき前記可撓膜が前記弁座から遠ざかる方
向に変形すると、その可撓膜と接当し前記可撓膜の変形を抑制する円筒状のサポート体を
、前記可撓膜とは独立に前記弁座に対する遠近方向に移動自在に設けると共に、前記サポ
ート体に、前記可撓膜を前記弁座に近接する方向に付勢する付勢手段を備え、
　前記サポート体の前記可撓膜に対する接当面を、中央部に対して外周部がその全周にわ
たって前記可撓膜に向けて突出する形状に形成し、
　前記サポート体の前記遠近方向視で、前記弁座の第一室側開口を、前記接当面の前記外
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周部と同径以上に設け、
　前記可撓膜が前記弁座から遠ざかる方向に移動する開弁操作において、前記可撓膜の中
央部が前記接当面の前記中央部に接当するように変形され、前記可撓膜の前記中央部が前
記弁座から遠ざかる方向に変形した状態で開弁される整圧器。
【請求項２】
　前記接当面の前記中央部が扁平面に、前記外周部がその全周にわたって前記可撓膜に向
けて突出する斜面に形成してある請求項１記載の整圧器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ガス供給管路を上流側の一次側部と下流側の二次側部とに区分けするガバナ
本体を設け、前記ガバナ本体内部に、弁座と、その弁座側に凸状形状で周辺部が固定され
る可撓膜と、弁座とを、前記可撓膜が前記弁座へ接当することによって、そのガバナ本体
内部のガス流通路を閉弁可能にすると共に、前記可撓膜が前記弁座に対する遠近方向に変
形することによって、前記ガス流通路の開度を調整可能に設け、そのガバナ本体内部に、
前記ガス流通路を形成する第一室と、前記第一室とは前記可撓膜を介して気密に隔てられ
る第二室を形成し、前記二次側部の圧力が低下するのに基づき前記第二室の圧力を低下さ
せ、且つ、前記第二次側部の圧力が上昇するのに基づき前記第二室の圧力を上昇させるパ
イロット流路部を設けると共に、前記第二室に、前記第二室の圧力の低下に基づき前記可
撓膜が前記弁座から遠ざかる方向に変形すると、その可撓膜と接当し前記可撓膜の変形を
抑制するサポート体を、前記弁座に対する遠近方向に移動自在に設けると共に、前記サポ
ート体に、前記可撓膜を前記弁座に近接する方向に付勢する付勢手段を備えさせてある整
圧器に関し、例えばガス供給管の供給先の管内圧力を安定させたいような場合に、その管
路に接続して介在させることで、前記ガバナ本体内部に設けられる可撓膜により、ガバナ
本体内部のガス流通路の開度が調整され、前記一次側部から二次側部へ流入するガス流量
が調節されて、二次側部の圧力を安定に維持することが可能となる整圧器に関する。
　一例として、図６，７を参照しながら、さらに詳しく説明すると、この種の整圧器では
、次のようにして、二次側部の圧力が安定に維持されるようになる。
　つまり、ガバナ本体２内部に、前記ガス流通路１３を形成する第一室２１と、その第一
室２１とは前記可撓膜４を介して気密に隔てられる第二室２２とが形成されており、整圧
器に備えられるパイロット流路部Ａによって、前記二次側部１２の圧力が低下すると、前
記第二室２２の圧力が低下し、前記二次側部の１２圧力が上昇すると、前記第二室２２の
圧力が上昇する。
　一方、ガバナ本体２内部に設けられる前記可撓膜４は、その周辺部４ａを固定されてお
り、その可撓膜４が、同じくガバナ本体２内部に設けられる弁座３へ当接することによっ
て、ガス流通路１３が閉弁状態とされる。
　そして、前述のようにして第二室２２の圧力の低下や上昇するとその変動に応動して、
可撓膜４が弁座３に対する遠近方向に変形することによって、ガス流通路１３の開度が調
整される。具体的には、１）二次側部１２の圧力が設定圧力以上に上昇すると、可撓膜４
が前記弁座３へ近接する方向に変形し、ガス流通路１３の開度が小さくなる傾向となり、
一次側部１１から二次側部１２へのガス流量が制御され、二次側部１２の圧力が設定圧力
に戻るようになり、２）二次側部１２の圧力が設定圧力未満に低下すると、可撓膜４が前
記弁座３から遠ざかる方向に変形し、ガス流通路１３の開度が大きくなる傾向となり、一
次側部１１から二次側部１２へのガス流量が制御され、二次側部１２の圧力が設定圧力に
戻るようになる。
　さらに、第二室２２には、可撓膜４の変形を抑制するサポート体Ｓが弁座に対する遠近
方向に移動自在に設けられ、可撓膜４が、ガス流通路１３を閉弁する状態から弁座３に対
して遠ざかる方向（つまり第二室２２側に向けて）に変形するに伴って、前記サポート体
Ｓと接当し、その可撓膜４の急激な変形が抑制され、ガス流量が極端に変動するのが防止
されるとともに、サポート体Ｓは可撓膜４と接当すると、付勢手段によって、可撓膜４を
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弁座３に近接する方向に付勢しながら、その可撓膜４の弁座３に対する遠近方向への変形
を許容して、可撓膜４が緩慢に変形するようになり、結果、一次側部１１から二次側部１
２へのガス流量が安定に制御されるようになる。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の整圧器では、図６，７に示すように、前記サポート体Ｓとしては、前記可
撓膜４に臨む側の面４０の形状は、その中央部が、可撓膜４に向かう頂部を有する錐体状
（例えば三角錐状等）に形成されたものが用いられる。そして、前述のように、ガス流通
路１３が閉弁状態となるときでは、図６に示すように、可撓膜４が、断面視で弁座３に近
接する方向に向けて突出する円弧状の形状にて、弁座３と当接し、ガスの一次側部１１か
ら二次側部１２への流入が遮断され、また、このような閉弁状態の可撓膜４が、図７に示
すように、弁座３から遠ざかる方向に向けて変形するに伴って、ガス流通路１３が開かれ
、開弁状態となり、ガスが一次側部１１から二次側部１２へ流入するように構成されてい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した従来の技術によれば、上記開弁状態にて、次のような問題があり
、改善の余地が残されている。
つまり、図６，７に示すように、この種の整圧器では、可撓膜４は、その周辺部４ａが固
定されていることから、弁座４に対して遠近方向に変形する際には、まずその中央部４ｂ
側から変形が開始されるのであるが、従来の技術のサポート体Ｓの形状では、その可撓膜
４に臨む側の面４０の形状が、その中央部に可撓膜４に向けて頂部を有する錐体状である
ために、可撓膜４が弁座３から遠ざかる方向に変形するとき、可撓膜４の中央部４ｂは弁
座３から遠ざかる方向にはほとんど変形することなく、サポート体Ｓの頂部に接当してし
まう。
すると、ガス流通路の開度を大きくすべく、可撓膜４は、弁座３から遠ざかる方向へ変形
しようとすると、例えば図５，７に示すように、確かに中央部４ｂの急激な変化は抑制さ
れるものの、可撓膜４の中央部４ｂのまわりが局所的に集中して変形する急激な変形が起
こり易く、その結果、閉弁時に、可撓膜４の変形が残存してしまい、ガス流通路が確実に
遮断されず、いわゆる越しガスが発生するおそれがある。
【０００４】
本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであって、その目的は、閉弁時に、可撓膜の変
形が残存することなく、シール性を向上させることが可能となる整圧器を提供するところ
にある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明の特徴構成は、前記サポート体を円筒状とするとともに、前記可撓
膜とは独立なものとし、前記サポート体の前記可撓膜に対する接当面を、中央部に対して
外周部がその全周にわたって前記可撓膜に向けて突出する形状に形成し、前記サポート体
の前記遠近方向視で、前記弁座の第一室側開口を、前記接当面の前記外周部と同径以上に
設け、前記可撓膜が前記弁座から遠ざかる方向に移動する開弁操作において、前記可撓膜
の中央部が前記接当面の前記中央部に接当するように変形され、前記可撓膜の前記中央部
が前記弁座から遠ざかる方向に変形した状態で開弁されるところにある。
　請求項２記載の発明の特徴構成は、前記接当面の前記中央部が扁平面に、前記外周部が
その全周にわたって前記可撓膜に向けて突出する斜面に形成してあるところにある。
【０００６】
〔作用及び効果〕
本特徴構成によれば、可撓膜が弁座から遠ざかる方向に変形するとき、可撓膜の中央部が
優先的に弁座から遠ざかる方向に変形して、サポート体の中央部に接当するようになる。
このため、可撓膜が、全体として均一にその中央部から、弁座から遠ざかる方向に変形し
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、サポート体と接当して、サポート体によりその変形が抑制されるようになり、例えばガ
ス流通路の開度を大きくすべく、可撓膜が弁座から遠ざかる方向へ変形しようとすると、
可撓膜全体が急激な変化をサポート体により抑制され、可撓膜が全体として均一に変形し
ながら、ガス流通路の開度が大きくなるように調整される。この結果、閉弁時に、可撓膜
の変形が残存することなく、ガス流通路は確実に遮断され、シール性を向上させることが
できる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。尚、図面において従来例と同一の
符号で表示した部分は、同一又は相当の部分を示している。
【０００８】
本発明に係る整圧器の一実施形態を示す閉弁状態における断面図を図１に、その整圧器の
開弁状態のガバナ本体を示す要部の断面図を図２に，そのサポート体の可撓膜に対する接
当面側からの斜視図を図３に、本発明の作用を説明する可撓膜の変形状況を示す説明図を
図４に示す。
この整圧器は、ガス供給管路１を上流側の一次側部１１と下流側の二次側部１２とに区分
けするガバナ本体２を設けて構成してある。
前記ガバナ本体２には、そのガバナ本体２内部に、その周辺部４ｂが固定される可撓膜４
と、弁座３とを、前記可撓膜４が前記弁座３へ接当することによって、そのガバナ本体２
内部のガス流通路１３を閉弁可能にすると共に、前記可撓膜４が前記弁座３に対する遠近
方向に変形することによって、前記ガス流通路１３の開度を調整可能に設けてある。尚、
本実施形態では、弁座３には、その内外に貫通するとともに二次側部１２に連通する弁孔
３ａを形成してあり、可撓膜４が弁座３と当接することにより弁孔３ａが可撓膜４により
覆われると、閉弁状態となるように構成してある。
【０００９】
そして、そのガバナ本体２内部に、前記ガス流通路１３を形成する第一室２１と、前記第
一室２１とは前記可撓膜４を介して気密に隔てられる第二室２２を形成してある。
【００１０】
また、前記ガス供給管路１には、前記一次側部１１と前記二次側部１２とをつなぐバイパ
ス路５を設けてあり、そして、そのバイパス路５には、パイロットガバナ８を介装させて
設けてある。
このパイロットガバナ８は、次のように構成される。バイパス路５を上流側部５１と下流
側部５２とに区分けし、前記上流側部５１から前記下流側部５２へのガス流路５３を、開
閉操作する調圧弁８１を備える。さらに、パイロットガバナ８は、前記調圧弁８１を所定
開度位置に維持する方向に付勢する位置付勢手段８２を備え、そして、下流側部５２の圧
力に対応してその内圧の変動するガス流路連通室８３と、大気連通部（図外）を有する大
気連通室８５とを備える。しかも、前記ガス流路連通室８３と前記大気連通室８５とを気
密に隔てるとともに、ガス流路連通室８３と大気連通室８５との圧力差を前記位置付勢手
段８２の付勢力に変換するダイヤフラム部８６をガス流路連通室８３と大気連通室８５と
の隔壁に備えて構成してある。
【００１１】
また、バイパス路５のパイロットガバナ８よりも上流側に、バイパス路５の流路を絞る絞
り部５４を設けてある。
【００１２】
そして、バイパス路５における絞り部５４とパイロットガバナ８との間に、バイパス路５
と、ガバナ本体２の第二室２２を連通接続する連通管９を設けて、パイロット流路部Ａを
形成してある。尚、前記連通管９には、その内圧（パイロット圧）を計測する圧力計Ｐを
設けてある。
【００１３】
また、前記第二室２２には、後述するように第二室２２の圧力の低下に基づき可撓膜４が
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弁座３から遠ざかる方向に変形すると、その可撓膜４と接当し前記可撓膜４の変形を抑制
するサポート体Ｓを、設けてある。
前記サポート体Ｓは、可撓膜４に臨む側（以下先端側と略称する。尚、サポート体Ｓのう
ち、この先端側とは反対側を後端側と略称する）の可撓膜４に対する接当面４０は、図３
に示すように、その外周部がその全周にわたって可撓膜４に向けて突出する斜面４０ａに
、その他の部分が扁平面４０ｂに形成してあり、接当面４０の中央部４０ｃは、扁平面４
０ｂの一部となる（図１（ロ）参照）。
尚、一例として、サポート体Ｓの後端側に、ガバナ本体２に対して鉛直方向に沿って相対
移動可能に支持される移動部材４３を埋め込み装着することで、サポート体Ｓを弁座３に
対する遠近方向に移動自在に設けると共に、サポート体Ｓの後端側にスプリング４４を介
装させることで、サポート体Ｓを、弁座３に近接する方向に付勢してある。本実施形態で
は、このスプリング４４の付勢力及びサポート体Ｓの自重が、サポート体Ｓに備えられる
可撓膜４を弁座３に近接する方向に付勢する付勢手段４６に相当する。
【００１４】
このように構成される整圧器の作動状況について、以下説明する。
【００１５】
まず、前記パイロットガバナ８の働きにより、二次側部１２の圧力が低下したときには、
二次側部１２の内圧と大気圧との均衡から、ダイヤフラム部８６が低下することで、調圧
弁８１が開方向に変位し、パイロットガバナ８の上流側部５１から下流側部５２への流量
（流出流量）が増え、絞り部５４からパイロット流路部Ａに流入するガス量（流入流量）
と、流出流量との均衡がくずれ、流出流量の増加分だけパイロット流路部Ａ内の圧力が低
下する。また、逆に、二次側部１２の圧力が上昇したときは、調圧弁８１が閉方向に変位
し、絞り部５４からの流入流量の減少分だけパイロット流路部Ａ内の圧力が上昇する。
すると、パイロット流路部Ａと連通する第二室２２は、パイロット流路部Ａにより、二次
側部１２の圧力が低下するのに基づきその第二室２２内の圧力が低下し、二次側部１２の
圧力が上昇するのに基づきその第二室２２内の圧力が上昇する。
【００１６】
一方、ガバナ本体２内部に設けられる前記可撓膜４は、その周辺部４ａが固定されており
、その可撓膜４が、前記弁座３へ当接することによって、ガス流通路１３が閉弁状態とさ
れるが、本実施形態では、この閉弁状態にて、図１に示すように、可撓膜４の中央部４ｂ
が弁座３から遠ざかる方向へと多少変形し、接当面４０の中央部４０ｃに接当するように
構成される。
【００１７】
そして、前述のようにして第二室２２の圧力の低下や上昇するとその変動に応動して、可
撓膜４が弁座３に対する遠近方向に変形することによって、ガス流通路１３の開度が調整
される。具体的には、１）二次側部１２の圧力が設定圧力以上に上昇すると、可撓膜４が
前記弁座３へ近接する方向に変形し、ガス流通路１３の開度が小さくなる傾向となり、一
次側部１１から二次側部１２へのガス流量が制御され、二次側部１２の圧力が設定圧力に
戻るようになり、２）二次側部１２の圧力が設定圧力未満に低下すると、可撓膜４が前記
弁座３から遠ざかる方向に変形し、ガス流通路１３の開度が大きくなる傾向となり、一次
側部１１から二次側部１２へのガス流量が制御され、二次側部１２の圧力が設定圧力に戻
るようになる。
【００１８】
しかも、ガス流通路１３の開度を大きくすべく、可撓膜４が、弁座３から遠ざかる方向へ
変形しようとすると、図２，３，４（イ），（ロ），（ハ）に示すように、可撓膜４の中
央部４ｂが優先的に弁座３から遠ざかる方向に変形して、サポート体Ｓの中央部４０ｃに
接当するようになり、可撓膜４が、全体として均一にその中央部４ｂから、弁座３から遠
ざかる方向に変形し、サポート体Ｓと接当して、サポート体Ｓによりその変形が抑制され
るようになる。
よって、例えばガス流通路１３の開度を大きくすべく、可撓膜４が弁座３から遠ざかる方
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向へ変形しようとすると、可撓膜４全体が急激な変化をサポート体Ｓにより抑制され、可
撓膜４が全体として均一に変形しながら、ガス流通路１３の開度が大きくなるように調整
される。この結果、ガス流通路１３の開度をより緩やかに調整し、可撓膜４の局部的な変
形を抑え、閉弁時に、可撓膜の変形が残存することなく、ガス流通路が確実に遮断され、
シール性を向上させることができる。
【００１９】
尚、以上のように、パイロット流路部Ａとは、ガス供給管路１の一次側部１１、二次側部
１２の圧力に基づき圧力が変動しつつ、その可撓膜４の表裏面にかかる差圧を、可撓膜４
を駆動する駆動力に変換可能とするものである。また、以上の実施形態では、可撓膜４の
弁座３に対する遠近方向が、ほぼ鉛直方向となる構成例を一例として示したが、そのよう
な構成に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る整圧器の一実施形態を示す断面図（閉弁状態）
【図２】図１に示した整圧器の開弁状態におけるガバナ本体要部を示す断面図
【図３】サポート体を示す可撓膜側からみた要部斜視図
【図４】本発明に係る整圧器における可撓膜の変形状況を示す説明図（イ）が閉弁状態を
示し、（ロ），（ハ）は何れも開弁状態を示すが、（イ），（ロ），（ハ）の順に開度が
大きくなる。
【図５】従来の整圧器（図６，７に示す整圧器）の可撓膜の変形状況を示す説明図（イ）
が閉弁状態を示し、（ロ）は開弁状態を示す。
【図６】従来の整圧器の一例を示す断面図（閉弁状態）
【図７】図６に示した整圧器の開弁状態におけるガバナ本体要部を示す断面図
【符号の説明】
Ａ　　　パイロット流路部
Ｓ　　　サポート体
１　　　ガス供給管路
２　　　ガバナ本体
３　　　弁座
４　　　可撓膜
４ａ　　可撓膜の周辺部
４ｂ　　可撓膜の中央部
１１　　一次側部
１２　　二次側部
１３　　ガス流通路
２１　　第一室
２２　　第二室
４０　　サポート体の接当面
４０ｃ　接当面の中央部
４６　　付勢手段
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